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慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
十
五
日
、
日
本
史
上

最
も
有
名
な
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。
天
下
分
け
目
の
「
関

ヶ
原
の
戦
」
で
す
。
こ
の
戦
い
に
勝
利
す
る
こ
と
で
、

徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
く
直
接
的
な
契
機
と
な

っ
た
戦
い
で
す
。

こ
の
戦
い
の
帰
趨
が
こ
の
あ
と
の
時
代
を
規
定
し
た

こ
と
は
事
実
で
す
が
、
こ
の
と
き
「
関
ヶ
原
」
以
外
に

様
々
な
戦
い
が
全
国
で
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

九
州
で
は
、
黒
田
官
兵
衛
が
領
土
拡
大
の
た
め
に
独

自
の
動
き
を
し
、
東
北
で
も
上
杉
景
勝
と
最
上
義
光
の

戦
い
が
起
こ
り
ま
す
（
大
河
ド
ラ
マ
で
も
描
か
れ
た
、

直
江
兼
続
に
よ
る
長
谷
堂
城
の
戦
い
で
す
）。

特
に
東
北
で
は
、
こ
の
戦
い
に
連
動
し
て
、
伊
達
政

宗
が
動
き
を
活
発
化
し
、
さ
ら
に
最
上
氏
の
動
き
に
関

連
し
て
、
秋
田
地
域
で
も
秋
田
氏
や
由
利
衆
が
戦
い
に

参
加
し
よ
う
と
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
東
北
に
お
け
る
「
関
ヶ
原
の
戦
」
に
連

動
し
た
動
き
を
総
称
し
て
、
「
慶
長
五
年
東
北
合
戦
」

や
「
北
の
関
ヶ
原
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
に
絡
ん
で
、
秋
田
地
域
で
は
ど
の

よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
時
代
に
関
係
す
る
資
料
は
、
公
文
書
館
で
は
『
秋

公
文
書
館
講
座
古
文
書
解
読
コ
ー
ス
・
初
級
編

「
秋
田
の
関
ヶ
原
」
を
読
む

田
藩
家
蔵
文
書
』
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う

な
資
料
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
秋
田
市
以
北
を
支
配
し
て
い
た
秋
田
最
大
の

戦
国
大
名
で
あ
る
秋
田
実
季
が
、
山
屋
村
の
孫
左
衛
門

に
対
し
て
、
大
森
城
の
攻
防
戦
に
参
加
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
た
め
に
発
行
し
た
黒
印
状
で
す
。

本
文
に
「
大
森
陣
慥
相
つ
と
め
候
也
」
と
あ
り
、
端

書
と
思
わ
れ
る
部
分
に
「
仙
北
大
森
合
戦
ニ
出
候
時
勤

候
書
付
也
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
日
付
は
「
慶
五
年

十
月
廿
四
日
」
で
す
。
通
常
は
書
状
に
は
年
号
が
書
か

れ
ま
せ
ん
が
、
黒
印
状
な
ど
の
印
判
状
に
は
、
後
世
の

証
拠
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
、
略
し
た
年
号
が
書
か

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
書
は
慶
長
五
年
、
ま

さ
に
関
ヶ
原
の
年
の
も
の
で
す
。

大
森
城
は
こ
の
段
階
で
小
野
寺
氏
の
支
配
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
最
上
氏
と
連
携
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
た

秋
田
氏
と
、
最
上
氏
に
対
抗
し
て
い
た
小
野
寺
氏
と
の

間
で
、
大
森
城
を
め
ぐ
る
戦
い
が
「
関
ヶ
原
」
の
一
ヶ

月
後
に
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
秋
田
の
関
ヶ
原
」
と
呼
ん
で
お
き
ま
す
。

以
上
は
、
平
成
二
二
年
度
の
企
画
展
「
戦
国
時
代
の

秋
田
」
に
お
い
て
も
、
一
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
取
り
上
げ

た
内
容
で
し
た
。

は
じ
め
秋
田
氏
と
と
も
に
最
上
氏
に
従
う
形
で
あ
っ

た
小
野
寺
氏
が
、
関
ヶ
原
の
決
着
後
に
秋
田
県
内
で
反

秋
田
氏
の
戦
闘
を
起
こ
し
た
本
当
の
理
由
は
、
未
だ
に

解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
は
公
文
書
館
講
座
の
解
読
コ
ー
ス
の
初
級
編

（
七
月
二
一
日
、
二
八
日
、
八
月
四
日
の
三
回
）
で
、

慶
長
五
年
に
出
さ
れ
た
三
人
の
書
状
（
最
上
義
光
書
状

・
直
江
兼
続
書
状
・
小
野
寺
義
道
書
状
）
を
取
り
上
げ
、

「
秋
田
の
関
ヶ
原
」
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。

最
後
に
、
「
秋
田
の
関
ヶ
原
」
の
そ
の
後
に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
ま
す
。

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
、
常
陸
の
大
大
名
で
あ
っ

た
佐
竹
義
宣
が
秋
田
に
転
封
さ
れ
、
秋
田
実
季
は
代
わ

り
に
常
陸
に
配
置
さ
れ
、
さ
ら
に
福
島
・
三
春
に
移
り

明
治
を
迎
え
ま
す
。
角
館
の
戸
沢
氏
は
、
常
陸
を
経
由

し
て
山
形
の
新
庄
へ
戻
っ
て
き
ま
す
。
反
徳
川
の
陣
営

で
動
い
た
小
野
寺
義
道
は
改
易
と
な
り
、
石
見
へ
流
罪

と
な
り
ま
す
（
家
臣
の
一
部
は
秋
田
藩
士
と
な
る
）
。

由
利
衆
は
最
上
義
光
の
支
配
に
入
っ
た
後
、
最
上
氏
改

易
に
伴
い
霧
散
し
ま
す
（
一
部
秋
田
藩
士
と
な
る
）
。

六
郷
の
領
主
の
六
郷
氏
は
、
常
陸
転
封
を
経
て
大
名
と

な
り
、
本
荘
の
領
主
と
し
て
秋
田
に
戻
っ
て
く
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

「
秋
田
の
関
ヶ
原
」
は
佐
竹
氏
だ
け
で
な
く
、
秋
田

の
戦
国
大
名
に
も
様
々
な
未
来
を
開
い
て
い
っ
た
の
で

し
た
。

【
佐
藤

隆
】
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今
年
度
か
ら
公
文
書
館
講
座
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
！

講
座
内
容
や
申
し
込
み
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
開
催
要
項
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

直
接
ご
来
館
や
電
話
で
の
お
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

「秋田実季黒印状」
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去
る
四
月
三
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
、
高
野
山
と
吉

野
、
そ
れ
に
伊
賀
上
野
を
巡
る
旅
に
参
加
し
、
い
さ
さ

か
上
方
の
風
物
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。

高
野
山
は
、
平
成
三
年
に
訪
れ
て
以
来
の
二
十
年
振

り
で
す
。
標
高
九
百
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
に
あ
る
町
は
、

独
特
な
霊
気
に
包
ま
れ
、
荘
厳
な
雰
囲
気
に
充
ち
、
山

全
体
が
曼
陀
羅
の
世
界
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

奥
の
院
に
向
か
う
一
の
橋
の
近
く
に
、
佐
竹
家
が
代

々
宿
坊
と
し
て
き
た
、

清
浄

心
院
と
い
う
寺
院
が
あ

し
よ
う
じ
よ
う
し
ん
い
ん

り
ま
す
。
弘
法
大
師
の
草
創
で
、
本
尊
は
二
十
日
大
師

と
い
い
、
大
師
入
定
前
日
の
姿
を
刻
ん
だ
も
の
と
し
て
、

古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
て
い
る
と
い
う
由
緒
あ
る
寺
院

で
す
。

一
の
橋
を
渡
る
と
間
も
な
く
、
清
浄
心
院
の
管
理
と

な
っ
て
い
る
、
佐
竹
家
の
廟
所
が
あ
り
ま
す
。
廟
所
に

は
五
輪
塔
が
建
ち
並
び
、
義
重
の
逆
修
の
た
め
の
建
立

と
い
う
御
霊
屋
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
）
五
月
二
十
九
日
に
国
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
国
末
期
の
熾
烈
な
戦
い
を
生
き
抜
い
た
、
佐
竹
義

宣
と
父
義
重
は
、
戦
い
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
多
く
の
命

の
供
養
と
、
自
身
の
心
の
平
穏
の
た
め
か
、
神
社
仏
閣

の
保
護
に
努
め
、
新
し
い
寺
院
を
建
立
す
る
な
ど
、
信

仰
に
心
を
注
い
だ
と
い
い
ま
す
。

義
重
は
、
義
宣
が
常
陸
国
（
茨
城
県
）
を
統
一
し
て

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

佐
竹
義
重
の
逆
修
善
根

ぎ
や
く

し
ゆ

ぜ
ん

ご
ん

―
高
野
山
の
「
重
文
」
指
定
佐
竹
家
霊
屋
―

水
戸
に
居
城
を
移
し
て
か
ら
も
、
太
田
城
に
住
み
北
城

様
と
呼
ば
れ
、
義
宣
を
支
え
る
と
と
も
に
寺
社
の
加
護

に
も
努
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

義
重
は
、
死
後
の
冥
福
を
祈
る
た
め
（
逆
修
）
、
慶

長
四
年
（
一
五
九
九
）
九
月
七
日
、
太
田
（
常
陸
太
田

市
）
の
福
寿
院
に
四
十
九
院
を
建
立
し
た
と
い
い
ま
す
。

義
重
の
家
老
で
普
請
代
官
の
田
中
隆
定
に
、
福
寿
院

の
僧
快
尊
が
送
っ
た
書
状
か
ら
推
測
す
る
に
、
豪
華
絢

爛
の
建
築
で
あ
っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。

更
に
こ
の
年
、
慶
長
四
年
十
月
十
五
日
に
前
記
の
逆

修
御
霊
屋
を
建
立
し
、
父
源
真
公
（
義
昭
）
と
母
宮
山

妙
安
（
宮
山
玉
芳
）
と
義
重
自
身
の
石
塔
を
造
立
し
て

逆
修
と
追
善
を
し
て
い
ま
す
。
後
年
寛
永
十
二
年
（
一

六
三
五
）
と
十
三
年
に
は
、
義
重
夫
人
と
義
宣
継
室
の

石
塔
が
追
善
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
（
国
典
類
抄
）
。
こ

の
五
基
は
宝
篋
印
塔
で
、
こ
れ
も
同
時
期
に
「
重
文
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
御
霊
屋
正
面
の
柱
左
右
に
造
立

者
義
重
と
造
立
年
月
日
が
刻
銘
さ
れ
て
い
て
、
造
立

年
代
が
明
ら
か
な
点
で
も
貴
重
で
、
特
徴
は
木
造
の

卒
塔
婆
の
角
材
を
正
面
、
側
面
、
背
面
と
四
十
本
建

て
並
べ
、
壁
に
し
て
い
る
点
で
極
め
て
類
例
が
少
な

い
こ
と
が
重
文
指
定
の
理
由
と
の
こ
と
で
す
（
高
野

山
霊
宝
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
。

御
霊
屋
は
、
普
段
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
の
で
内
部

は
拝
観
で
き
な
い
が
、
平
成
三
年
に
清
浄
心
院
を
訪

問
し
た
折
に
は
内
部
な
ど
を
拝
観
し
、
写
真
を
撮
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
掲
載
の
写
真
は
そ
の
時
の
も

の
で
す
。
但
し
御
霊
屋
全
景
の
写
真
は
、
今
回
撮
影

し
た
も
の
で
す
。
寒
い
高
野
山
で
し
た
が
、
宿
坊
の

福
智
院
は
ホ
テ
ル
な
み
の
、
寺
院
と
は
思
わ
れ
な
い

宿
坊
で
、
般
若
湯
と
精
進
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
、
快

適
な
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
朝
は
勤

行
に
参
加
し
、
読
経
と
住
職
の
説
教
を
聴
聞
し
、
心

が
洗
わ
れ
た
思
い
で
山
を
後
に
し
ま
し
た
。
九
拝
。

【
嵯
峨
稔
雄
】

佐竹家御霊屋の全景御霊屋内部の宝篋印塔

「国典類抄 前篇凶部十三」

（ＡＳ２０９―１６９―１４）より作成


